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会議・時期 協議事項等

第１回石垣市観光危機管理計画
（仮称）素案検討会
（令和３年１０月）

・石垣市観光危機管理計画の策定にあたっての
前提条件（案）について
・参加委員所属機関等での観光危機時の過去の
対応経験等について

第２回石垣市観光危機管理計画
（仮称）素案検討会
（令和３年１１月）

・大規模地震・津波災害時を想定し、参加委員
の所属機関（業種）ごとに業務フロー、優先
業務、制約となる事項、各業務の担当や望ま
しい連携について対話するワークショップ

観光危機管理計画（仮称）
グループワーク
（令和４年１月）

・参加委員の所属機関の実務担当者の協力を得
て、地震・津波発生時、台風接近時を想定し、
具体的な取り組みや課題を共有するワーク
ショップ

これまでの検討経緯（再掲）

石垣市観光危機管理計画（仮称）素案検討会はこれまで２回開催し、石垣市版の
観光危機管理計画で着眼すべきポイントや、観光事業者が地震・津波災害時に行
うこととしている取り組みの聴取や、観光危機時の連携の可能性等について意見
交換した。

加えて、各観光事業者等の協力を得てグループワークを開催し、地震・津波発生
時に加え、台風接近時の行動や課題についても、実務担当者の視点から工夫や課
題を聴取した。
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石垣市観光危機管理計画グループワークの内容

・【ワーク①】素案検討会（第２回）でまとめた、地震・津波発生時の各主体別
の行動を、実務担当者の立場から加筆し、業種を超えた連携の可能性を検討した。

・【ワーク②】大規模台風の接近のシナリオを想定し、各主体別の行動を話し合
い、相互に共有しながら、今後連携していくべき事項、解決が必要な事項を洗い
出した。

・【ワーク③】大規模災害等の発生後の観光危機管理として取り組むことが予想
される状況を例示（観光客が空港へ殺到した等）し、具体的な対応案の仮想検討、
あらかじめ決めておくこと等を意見交換した。
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ワーク①の内容
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以下の状況で、「観光客の身体及び財産の安全を確保し早期帰宅をサポート」
することを検討

①石垣市で震度6強の地震を観測、２分後に大津波警報が発表。避難指示が発
令された。
②市内には、修学旅行や家族旅行、マリンアクティビティや登山などのレ
ジャー客、またインバウンドなどさまざまな観光客が滞在中。
③地震発生３０分後、津波の第１波が発生、市街地の多くが浸水。津波の高さ
は３ｍを超え、古い建物が倒壊・流される。
④市役所では「災害対策本部」、「観光危機管理本部（仮称）」が立ち上がり、
観光客の早期帰宅に向け、観光客の安否が把握されようとしている。
⑤早期帰宅を求め行き場のない観光客が離島ターミナルや石垣空港に殺到して
いる。

大規模地震・津波発生時を想定し、素案検討会（第2回）において参加委員の所属

機関ではどのような業務を行うかについて情報提供いただいた事項に対して、実
務担当者の立場から、追加をいただいた。



ワーク①の成果
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■ワークシート（委員からいただいた情報を集約）

市内の観光事業者だけでなく、市外の旅行会社、代理
店等との情報伝達等も多忙であることがわかった。

外出中の上司との連絡、食材の仕入れ・確保、名簿の
提供など、業種の特性に応じた職場内の行動を共有で
きた。

今後に向けて、業種を超えた情報共有の重要性、有効
性が指摘され、連絡手段については、衛星携帯電話や
防災無線機の貸与等の提案があった。



ワーク②の内容
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以下の状況で、「観光客の身体及び財産の安全を確保し早期帰宅をサポート」するこ
とを検討

①日本のはるか南の海上で台風が発生、今後大型で強い台風に発達する見込みで、来
週頃に沖縄地方に接近する可能性。
②その後、超大型で猛烈な台風に発達し、あさって頃に八重山地方、宮古島地方が暴
風域に入り、経験のない暴風雨の可能性。太平洋、南シナ海は猛烈にしける見込み。
③2日後、八重山地方に強風注意報、高潮注意報発表。今後警報級のおそれあり。
④その後風雨が強まり、八重山地方に暴風警報、高潮警報、大雨警報発表。その後、
大雨特別警報に切り替え、直ちに命を守る行動を取るよう気象台が発表。強風により
停電。
⑤その後、台風の暴風域、強風域から抜け、警報等解除。高潮による浸水、強風によ
る倒木、飛散物のほか、建物の倒壊や、崖崩れ等の土砂災害のほか沿岸部の一部の地
域では火災も発生。
⑥早期帰宅を求め行き場のない観光客が離島ターミナルや石垣空港に殺到している。

大規模台風の接近時を想定し、参加者の所属機関ではどのような業務を行うかに
ついて情報提供いただき、工夫や課題、情報共有の可能性等について意見交換し
た。



ワーク②の成果
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■ワークシート（委員からいただいた情報を集約）

台風接近前、接近中は、観光客等からの問い合わせが
非常に多いことがわかった。

各観光事業者は、これまでにもそれぞれの努力で被害
の未然防止を行い、それぞれが独自に情報収集して観
光客への対応が行われていることがわかった。

台風接近時の操業中止（運休、閉鎖等）は、警報の発
表をもって判断している事業者が多いことがわかった。

船舶を利用できず居場所を失った観光客が離島ターミ
ナルに滞留する一方で、宿泊施設では延泊申し出があ
れば対応できる準備を整えているなど、観光事業者間
の連携があれば解決できる事例が報告された。

観光客の立場・目線で必要とする情報を集約できるよ
うにしておき、各事業者が必要に応じて参照できる仕
組みがあれば、問い合わせ対応が軽減できる／共通し
た情報が発信できる可能性

観光客に対して、台風接近時の延泊の推奨、旅程の繰
り上げ、暴風雨中の外出禁止など、被害の未然防止の
取り組みを共有・徹底しておけば、被害軽減ができる
可能性



ワーク③の内容
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「以下のような状況に、突然対応を依頼された」と想定して意見交換した。

①行き場を失った観光客が、（石垣市地域防災計画で観光客向けの避難場所
と取り決めた）健康福祉センターからあふれている。観光事業者で支援でき
ることはないか？

②市内で行き場を失っている観光客について、人数、安否（負傷、仲間とは
ぐれた等）、課題やニーズの動向を取りまとめたい。どうすれば良いか？

③「救援物資を積んだ航空機の折り返し便に、帰宅者（市外への避難者）を
どのように配分するか。

④市外にいる、観光客の留守宅家族から尋ね人の問い合わせ。

大規模災害等の発生後の観光危機管理として取り組むことが予想される状況を例
示（観光客が空港へ殺到した等）し、具体的な対応案の仮想検討、あらかじめ決
めておくこと等を意見交換した。



ワーク③の成果
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日頃からあらかじめ決めておけば
良いことを洗い出した。

■「突然の対応依頼」へのアイデアと「あらかじめ決めておけば良いこと」

考えられる対応 あらかじめ決めておけば良い
こと

①行き場のない観光客
があふれた

・宿泊施設に被害がなければ、空室、
宴会場、食事場所の提供が可能

・船室、バス客室の開放が可能かも

・支援開始の明確な基準
・観光団体の調整
・寝具等の物資供給

②観光客の人数、安否、
ニーズを知りたい

・宿泊施設の宿泊者、ツアー客であれ
ば把握可能

・報告用のフォーマット
・離島別の集計は無理

③航空機への搭乗 ・空港では空席待ち行列の対応が限界
・負傷者（医師の判断）、妊婦、障害
者・介助者

・当事者の降機後の見通しを
把握する方法
・元気な人々の抽出方法
・竹富町からの船舶でも同様
の課題認識が必要

④尋ね人の問い合わせ ・確認後折り返すしかない
・コミュニケーションボードのような
ものがあれば可能かも

・自事業所の対応で精一杯の
なかでの対応
・

様々な状況を想定し、あらかじめ決めておくことを素案に
盛り込み検討する。

今後も、「あらかじめ決めておくべきこと」訓練等の場を
通じて増やしていく。


